
 

 

２ ０ １ ３ 年 ８ 月 ２ ８ 日 

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 

東 京 大 学 医 学 部 附 属 病 院 

 

ドコモと東大病院による社会連携講座「健康空間情報学」の第二期共同研究を開始 
～医療現場への適用に向けて研究を継続～ 

 

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ（以下、ドコモ）と東京大学医学部附属病院（以下、東大病院）は、２００９年

９月から４年間にわたり、社会連携講座「健康空間情報学」（以下、健康空間情報学講座）を東大病院

２２世紀医療センター内に設置して、携帯電話等のモバイル情報機器を活用した医療情報環境の構築

に関する共同研究を行ってまいりました。 

 

本研究で得られた成果を発展させるとともに社会へ導入していくことを目的として、２０１３年９月１日から 

２０１６年８月３１日までの３年間、健康空間情報学講座を継続し、第二期の共同研究を開始いたします。 

 

第一期（２００９年９月～２０１３年８月）の研究においては、主に５つのテーマで医療支援システムを共同

開発し、その有効性について検証してまいりました。 

 

「２型糖尿病患者の自己管理支援システム」は、健康機器で測定した健康データや食事内容・運動内容

等をクラウドサーバに送信すると、自動で健康指導アドバイスがフィードバックされ、異常値が測定された

場合は医師に通知されるシステムです（文献１、２）。本システムを利用した臨床試験を実施した結果、 

患者の生活習慣の行動変容を通じて、糖尿病診断の重要な基準である「ＨｂＡ１ｃ」の値が有意に減少す

るというデータが得られ、糖尿病患者の継続的な療養指導、セルフケアに有効であることを確認いたしま

した（文献３）。 

 

また、「クラウド型モバイル１２誘導心電図システム」は、救急車内で記録した心電図をモバイル端末 

からクラウドサーバへアップロードすることで、循環器専門医師が遠隔で心電図を診断し、専用治療設備

のある病院へスムーズに搬送することができるシステムです（文献４）。本システムの利用により、心筋梗

塞患者の処置までに要する時間について従来の３０％の短縮効果が得られたことを確認し（文献４、５）、

患者の救命率および予後の向上に貢献できるものと考えております。 

 

このような成果を踏まえ、第二期（２０１３年９月～２０１６年８月）の研究では、各システムのさらなる効果

検証を進めるとともに、実際の医療現場に導入するための仕組みの構築に向けて取り組んでまいります。 

 

ドコモと東大病院は、健康空間情報学講座を通じて、先端的なＩＣＴ（情報通信技術）、モバイル情報機

器、臨床医学の融合を実現し、時間的・地理的なハードルを越える医療を具現化する医療環境の実現を

目指します。そのために質の高い臨床試験を実施し、開発したシステムの有効性を臨床的エビデンスとして

確立してまいります。 

 

なお、第一期の研究成果および第二期の研究方針は別紙のとおりです。 

 

報道機関からのお問い合わせ先 

ＮＴＴドコモ 広報部  
東京大学医学部附属病院 

＜研究に関するお問い合わせ＞ 

２２世紀医療センター 健康空間情報学講座 

特任准教授 藤田 英雄 

特任助教 脇 嘉代 

ＴＥＬ： ０３-３８１５-５４１１ （内線：３４４６２） 

＜取材に関するお問い合わせ＞ 

パブリック・リレーションセンター 

ＴＥＬ ： ０３－５８００－９１８８ 



 別 紙  

第一期の研究内容・成果および第二期の研究方針 

 
１．「携帯電話を活用した２型糖尿病患者の自己管理支援システム」による臨床効果に関する研究 

（文献１、２、３） 

内容 

健康機器（血圧計・体重計・歩数計・血糖値計）の測定データや食事内容、 

運動内容などを患者が携帯電話からクラウドサーバに送信すると、自動で分析

された日常的な健康アドバイスがフィードバックされ、異常値が測定された場合

は自動的にデータが医師に通知される環境を構築した。 

本システムによる糖尿病自己管理支援に関する医学的な効果を確認する。 

第一期の成果 

５４名の糖尿病患者に本プログラムを適用した臨床試験を実施し、３か月間 

使用することによって、糖尿病診断の国際基準である「ＨｂＡ１ｃ」の値が有意に

低下することが確認できた。 

第二期の方針 

測定データの入力と可視化を主眼とした研究から、患者本人の自己管理意識を

強化し、糖尿病治療の継続性を向上する研究へ発展させる。また、第一期より

大規模な臨床試験を実施し、医学的有用性を確認する。 
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２．「遠隔での心電図診断を可能とするクラウド型モバイル１２誘導心電図システム」による治癒成績向上

に関する研究（文献４、５） 

内容 

救急車内で記録した心電図をスマートフォン・タブレットからクラウドサーバに 

アップロードできる、低コストで導入可能なシステムを開発。 

循環器専門医が遠隔で診断して専用医療設備のある医療機関に搬送できる 

環境を構築した。 

本システムによる救命率および治療成績の向上への有用性を研究する。 

第一期の成果 

救急医療現場において、医療機関と連携した実証試験を行い、５０例を超える 

急性心筋梗塞の患者搬送に適用した。ドクターカーからの心電図伝送により、 

搬送先医療機関の最適化が可能となり、詰まった心臓の血管に必須となる 

カテーテル治療を施すまでの時間について３０％の短縮効果が得られるなど、 

生命予後にも影響する大きな成果が得られている。 

第二期の方針 
救急医療現場における搬送について、複数医療機関における運用上の有用性に

関する研究を行う。 

 

 

 

 

 
 

 

血圧計 

体重計 

歩数計 

血糖値計 

食事量 

携帯電話 

① 健康機器で測定した健康データを 

  クラウドサーバに送信 

② クラウドサーバは、健康データを分析し、 

   予め設定された目標達成度合いに応じて 

   自動で患者に対して健康アドバイスを送信 

③ 健康データに異常値が 

   測定されると医者に通知 

 

＜自宅＞ 
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３．「携帯電話を用いた外来患者案内システム」による患者満足度向上に関する研究（文献６） 

 

内容 

携帯電話の位置情報を検知し、病院に近づくと携帯電話から診療受付が 

できる機能や、待ち時間情報の提供、順番が来たことのお知らせなど、 

モバイル環境を活用した病院外来の利便性向上について研究する。 

第一期の成果 

東大病院における実証試験を通して、中待合室への呼び出しから 

診察室入室までの時間が、従来の１１２秒から４７秒へと５９％短縮し、 

患者にとっては待ち時間の有効活用が図られ、医療機関にとっても 

患者のスムーズな案内により診療の円滑化が図れることが確認できた。 

第二期の方針 

本研究は実証のステージを終え、複数の医療機関への導入に向けた 

事業展開をドコモにより実施中。 

社会実装により浮き彫りとなる課題について、さらなる研究を行う。 
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４．「スマートフォンを利用したモバイル個人医療健康情報環境 ｓｍａｒｔＰＨＲ」の臨床応用に関する研究

（文献７） 

内容 

患者の既往歴、病名、検査所見、服薬状況や血圧、体重、歩数等の医療情報

を患者本人のモバイル機器で管理する、個人医療健康情報プラットフォームを

開発。透析医療等への臨床応用を検討する。 

第一期の成果 

血圧、体重、血糖値を入力して管理するスマートフォン向けアプリケーション

「ｍｙ健康手帳」をＧｏｏｇｌｅ Ｐｌａｙ™にて２０１３年５月から提供。  

「ｍｙ健康手帳」では測定値の機器連携登録および手動登録に対応し、 

測定結果を出力して診察時に提示することも可能。 

第二期の方針 

新たに透析患者向けのＰＨＲアプリ等を開発することで、様々な慢性疾患に 

おける測定値の自己管理支援を促すことにより、ｓｍａｒｔＰＨＲを利用して病状

の進行を抑制する効果について研究を行う。 

 

   ＜イメージ＞ 

＜医療機関＞
・処方情報
・検査結果

＜調剤薬局＞
・調剤情報

＜健診機関＞
・健診情報

＜家庭内＞
血圧、体重、歩数
血糖値、服薬、
食事情報など 患者自身のスマートフォン内に

医療・健康情報を一括で管理する

定期的に同期

個人医療健康
データベース

ＰＨＲデータ情報基盤
（personal health record）

 
  ※「Ｇｏｏｇｌｅ Ｐｌａｙ」は、Google Inc.の商標または登録商標です。 

 

５．「服薬管理支援システム」を利用した臨床効果を確認するための研究（文献８、９） 

内容 

服薬状態を医療者と患者が情報共有できるモバイル環境を活用した 

服薬支援システムを開発。「薬の飲み忘れ防止」に対する臨床効果を 

研究する。 

第一期の成果 

病院からの処方情報、薬局からの調剤情報、そして開閉により服薬状態を 

検知する新開発無線薬箱から得られた情報を一元管理し、医療者・患者が 

ともに情報共有できる画期的な服薬支援システムを開発。 

第二期の方針 
ｓｍａｒｔＰＨＲ（ｍｙ健康手帳）および電子お薬手帳等と連携し、実運用上の服薬

継続率向上効果について研究を行う。 

 

   ＜イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 参 考  

社会連携講座の概要 

 

１．講座名称 

健康空間情報学講座（英語名称：Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｕｂｉｑｕｉｔｏｕｓ Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ） 

 

２．担当教員 

藤田 英雄 特任准教授、脇 嘉代 特任助教 

 

３．設置期間 

２０１３年９月１日～２０１６年８月３１日（３年間） 

 

４．協力講座 

医療情報経済学、循環器内科学、糖尿病・代謝内科 

 

５．共同研究先 

ＮＴＴドコモ ライフサポートビジネス推進部 
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